


■川口市立高等学校の再編・統合
　本市では、輝かしい歴史と伝統を持つ市立高等学校３校（川口総合高等学

校、川口高等学校、県陽高等学校）を１校に再編・統合し、市民から誇りと

憧れをもたれるような魅力ある新校の設立に向けて取り組んでいます。

　新校を開設するにあたり、その教育課程、施設計画、部活動、学校運営、

事務管理等における検討事項、課題を協議し、新校の基本設計・実施設計や

開設準備に反映させるために新市立高校開設検討委員会を設置し、現在協議

を進めています。

（１）新校の開校

　平成30年度（なお、市立３校は、平成29年度末をもって閉校します。平

成30年度からは、市立３校の生徒は全て新校生となり、在籍の学科につい

ては、新校においても継続し、当該生徒の卒業をもって（全日制は平成31

年度、定時制は平成32年度）閉じるものとなります。）

（２）設置場所

　第一校地………現川口総合高等学校　　校舎等及び第１グラウンド

　第二校地………現川口高等学校　　　　第２グラウンド

（３）新校の基本理念

　全日制

ア　文武両道に優れ、徳力を備えた地域社会のリーダーとなる人材を育

成する学校

イ　科学技術創造立国である我が国をリードする人材を育成する学校

　定時制

ア　多様な生徒の興味・関心や進路希望に対応し、特に進路保証ができ

る教育を推進する学校

（４）学校規模

　全日制………各学年：普通科400人・理数科80人、合計1,440人

　定時制………各学年：総合学科120人、合計480人

■（仮称）赤山歴史自然公園及び（仮称）川口市火葬施設
『広域的な集客性に配慮した「水と緑のオアシス空間」の創出』
　（仮称）赤山歴史自然公園及び（仮称）川口市火葬施設の基本設計が完成
しました。概算事業費は約180億円を予定しています。平成29年４月に公園
の一部および火葬施設をオープンし、また、できる限り早期に完成できるよ
う、引き続き、用地取得、実施設計、整備工事などを進めてまいります。

整備方針
　計画地の地域特性を踏まえて、『広域的な集客性に配慮した「水と緑のオ
アシス空間」の創出』を計画のテーマとし、「自然環境や歴史文化遺産を活
用した、地域の振興や都市農業の活性化にも資する公園」、「水と緑に囲まれ
た周辺環境と調和した火葬施設」を整備方針としています。
（１）公園、火葬施設、高速道路PAの調和
（２）周辺環境と調和した火葬施設
　　　○（仮称）川口市火葬施設の概要
　　　　建築面積：約5,500㎡　   延床面積：約7,600㎡
　　　　規　　模：地上２階、地下１階建
　　　　火葬炉数：10基（この他、予備スペース４基分等）
　　　　諸　　室：告別・収骨室７室、待合室13室、待合ホール等
　　　　建物高さ：約13ｍ　　　駐  車  場：約90台
（３）公園内外の回遊性の確保
（４）「植木のまち川口」ならではの公園
（５）広域的な集客の確保
　　○赤山オアシスゾーンの施設概要
　　　・商業休憩施設（建築面積  約2,600㎡・地上２階建）
　　　　諸室：店舗（物販・飲食）、休憩室、情報発信施設　等
　　　・イベントテント広場（建築面積  約700㎡・地上１階建）
　　○公園ゾーンの施設概要
　　　・（仮称）歴史自然資料館（建築面積  約500㎡・地上１階建）
　　　　諸室：展示室、映像ギャラリー　等
　　　・（仮称）地域物産館（建築面積  約600㎡・地上１階建）
　　　　諸室：植木展示・販売スペース、集会スペース、図書スペース　等
　　○駐車場の概要
　　　公園東側駐車場（高速）：約150台（この他、既存川口PA駐車場119台）
　　　公園東側駐車場（一般）：約70台　　公園西側駐車場：約80台
（６）環境への配慮


